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広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校「
営
農

設
計
と
分
析
Ａ
」の
授
業
で
は
、毎
年

公
庫
職
員
が
出
張
講
義
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
続
き
、中
国
四
国
農
政

局
広
島
県
拠
点
と
連
携
し
た
授
業
に
は
、

園
芸
・
畜
産
課
程
の
２
年
生
23
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

公
庫
か
ら
は
就
農
時
の
心
構
え
や
経

営
計
画
策
定
の
重
要
性
を
、農
政
局
か

ら
は
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
を
中

心
に
国
や
広
島
県
の
施
策
を
解
説
。

　

受
講
生
か
ら
は「
農
政
の
新
し
い
取

り
組
み
や
、就
農
に
あ
た
り
技
術
を
身

に
つ
け
る
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
11
月
21
日
）

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
中
小
企
業
家

同
友
会
と
か
ち
支
部
と
共
催
で「『
つ
ま

ら
な
い
』か
ら『
す
ば
ら
し
い
』に
変
え

る
共
感
と
感
動
」と
題
し
て
お
客
さ
ま

交
流
会
を
開
催
。十
勝
・
根
釧
地
域
か
ら

90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
旭
川
市
旭
山
動
物
園
統

括
園
長
の
坂
東
元
氏
が
登
壇
。「
動
物
園

が
果
た
す
役
割
は
動
物
の『
す
ご
い
』を

見
つ
け
て
、か
け
が
え
の
な
さ
や
、た
く

さ
ん
の
命
に
囲
ま
れ
て
い
る
居
心
地
の

よ
さ
を
来
園
者
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

だ
」と
強
調
。参
加
者
か
ら
は「
新
し
い

も
の
だ
け
に
頼
ら
ず
既
存
を
生
か
す
視

点
が
経
営
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
」と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
11
月
22
日
）

　

県
内
の
土
地
利
用
型
農
業
経
営
者
を

対
象
に「
ス
マ
ー
ト
農
業
・
Ｄ
Ｘ
推
進
セ

ミ
ナ
ー
」を
開
催
。セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
は

先
進
事
例
を
通
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

理
解
を
深
め
る
た
め
で
、関
係
機
関
を

含
め
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、ス
マ
ー
ト
農
業
を

先
進
的
に
実
践
し
て
い
る
有
限
会
社
横

田
農
場
代
表
取
締
役
の
横
田
修
一
氏

（
茨
城
県
）、株
式
会
社
イ
ケ
マ
コ
代
表

取
締
役
の
池
田
大
志
氏（
佐
賀
県
）が
登

壇
。デ
ー
タ
の
活
用
、地
域
農
業
へ
の
生

か
し
方
な
ど
を
講
演
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら「
明
確
な
目
的
意
識
を

前
提
と
し
た
取
り
組
み
が
大
切
」と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
12
月
２
日
）

　

神
奈
川
県
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
連
絡
協
議
会
に
よ
る
勉
強
会
を
開
催
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
関
係
機
関
な
ど
、20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

上
級
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
農

業
者
支
援
に
実
績
の
あ
る
株
式
会
社
ケ

ミ
ス
ト
リ
ー
代
表
取
締
役
の
村
上
一
幸

氏
か
ら
、コ
ロ
ナ
後
の
農
業
経
営
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、農
林
水
産
省
経
営
局
経
営

政
策
課
行
政
研
修
員
の
小
林
政
幸
氏
か

ら
経
営
管
理
能
力
の
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、各
種
施
策
や
経

営
管
理
ツ
ー
ル
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

（
12
月
３
日
）

講義に熱心に耳を傾ける受講生たち

オリジナリティーあふれる投影資料を用いて講演す
る坂東統括園長

データ活用の事例を共有。すぐに実践してみたいと
意欲的な参加者の姿も見られました

帯広支店

福岡支店

広島支店

横浜支店

旭
山
動
物
園
の
再
建
か
ら
学
ぶ

お
客
さ
ま
交
流
会
を
開
催

ス
マ
ー
ト
農
業・Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け

先
進
事
例
に
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

農
業
技
術
大
学
校
で
出
張
講
義

就
農
の
心
構
え
な
ど
を
伝
え
る

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
勉
強
会
で

農
業
経
営
の
現
状
と
課
題
を
考
察参加者からは「農業者に経営支援をする際の参考と

なった」との声が寄せられました
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Ｊ
Ａ
香
川
県
か
ら
依
頼
を
受
け
、地

域
農
業
の
担
い
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研

修
を
支
援
。32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

公
庫
職
員
が
講
師
と
な
り
、企
業
の

強
み
・
弱
み
・
機
会
・
脅
威
を
検
討
す
る

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
な
ど
を
活
用
し
て
、農

業
者
の
実
態
把
握
・
課
題
整
理
に
取
り

組
み
ま
し
た
。ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を

基
に
し
た
支
援
策
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、参
加
者
の
経
験
を
踏
ま
え
た
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
研
修
を
生
か
し
て

目
利
き
力
や
対
話
力
を
向
上
さ
せ
た

い
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
12
月
10
日
）

　

農
地
を
所
有
し
て
経
営
す
る
農
地
所

有
適
格
法
人
は
、地
域
に
お
け
る
人
と

農
地
の
受
け
皿
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
一
方
、経
営
基
盤
は
、他

産
業
に
比
べ
、一
般
的
に
、自
己
資
本
比

率
が
低
い
、借
入
金
依
存
度
が
高
い
と

い
っ
た
傾
向
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

規
模
拡
大
や
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組

も
う
と
す
る
場
合
な
ど
、更
な
る
投
資

を
進
め
る
た
め
に
は
、経
営
基
盤
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、令
和
６
年
６
月
の

「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」の
改
正

に
よ
り
、農
地
所
有
適
格
法
人
の
経
営

基
盤
強
化
に
向
け「
農
業
経
営
発
展
計

画
制
度
」が
創
設
さ
れ
、令
和
７
年
４
月

に
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

❖　
　

❖　
　

❖

　

こ
の
制
度
は
、認
定
農
業
者
と
し
て

一
定
の
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件

を
満
た
す
農
地
所
有
適
格
法
人
が
、取

引
実
績
の
あ
る
食
品
事
業
者
等
か
ら
の

出
資
に
よ
る
連
携
を
通
じ
て
農
業
経
営

の
発
展
に
取
り
組
む
場
合
、農
林
水
産

大
臣
の
計
画
認
定
に
よ
っ
て
農
地
所
有

適
格
法
人
の
議
決
権
要
件
を
特
例
的
に

緩
和
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

農
業
関
係
者
と
食
品
事
業
者
等
の
議
決

権
が
併
せ
て
過
半
と
な
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
、農
業
関
係
者
に
よ
る
決
定
権

を
確
保
し
つ
つ
、最
大
３
分
の
２
未
満

ま
で
食
品
事
業
者
等
か
ら
出
資
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す（
図
）。

　

出
資
を
受
け
る
農
地
所
有
適
格
法
人
、

出
資
者
で
あ
る
食
品
事
業
者
等
、双
方

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ご
関
心
の
あ
る
方
は
、農
林
水
産

省
経
営
局
農
地
政
策
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
省
経
営
局
農
地
政
策
課

　
（
農
業
経
営
発
展
計
画
担
当
）

　

電
話
：�

０
３
‒
６
７
４
４
‒
２
１
５
３

（
直
通
）

◇
制
度
の
詳
細
は
こ
ち
ら

●�

農
地
所
有
適
格
法
人
の
期
待
さ
れ
る

　
メ
リ
ッ
ト

・�

経
営
発
展
に
向
け
連
携
先
企
業
の
経

験
を
導
入
で
き
る

・�

生
産
規
模
拡
大
、設
備
投
資
に
向
け

資
金
を
融
通
で
き
る

・�

販
路
確
保
、取
引
量
増
大
に
よ
り
経

営
基
盤
が
強
化
さ
れ
る

●�
食
品
事
業
者
等
の
期
待
さ
れ
る

　
メ
リ
ッ
ト

・�

国
産
原
材
料
の
安
定
調
達
が
で
き
る

・�

得
意
先
に
お
け
る
安
定
的
な
生
産
体

制
を
構
築
で
き
る

・�

連
携
先
の
経
営
管
理
に
企
業
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

実践的なグループワークを通して農業者への支援
策を真剣に議論する様子

図　特例（新制度）の活用イメージ

高松支店

Ｊ
Ａ
と
地
域
農
業
支
援
へ
取
り
組
む

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ・財
務
分
析
の
研
修
実
施

農
地
所
有
適
格
法
人
が
食
品
事
業
者
等
か
ら

過
半
以
上
の
出
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
農
業
経
営
発
展
計
画
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

【通常】農業関係者が過半
【特例】農業関係者が３分の１超、かつ、食品事業者等と農業関係者で過半

0 500 1000 1500（万円）

農業関係者 農業関係者外農業関係者外通 常
（総額1000万円）

農業関係者特 例
（総額1500万円）

50%超

34%（1/3）超

1 : 2
食品事業者等の出資額は
最大で約２倍となる

農業関係者外＋食品事業者・ファンド農業関係者外＋食品事業者・ファンド

農業関係者の出資額を変更する
ことなく、自己資本を強化できる

農林水産省からの
お知らせ
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「AFCフォーラム読者アンケート」ご協力のお願い

農
業
者
の
大
幅
減
少
が
見
込
ま
れ
る

な
か
、食
料
の
安
定
供
給
に
向
け
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま

る
が
、今
号
編
集
を
通
じ「
技
術
は
万
能

で
は
な
く（
書
評
）、現
場
目
線
と
み
ず
か

ら
考
え
る
姿
勢（
特
集
）が
重
要
」な
の

だ
と
改
め
て
感
じ
た
。自
然
を
相
手
に
す

る
農
業
だ
か
ら
こ
そ
高
性
能
機
器
に
頼
る

だ
け
で
な
く
、生
産
者
の
臨
機
応
変
な
対

応
や
創
意
工
夫
が
必
要
な
の
だ
。 （
細
谷
）

７
ペ
ー
ジ
の
特
集
記
事
で
登
場
す
る
、

株
式
会
社
Ｒｏ
ｏ
ｔ
の
岸
社
長
の
話
を
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

よ
う
な
直
感
的
な
操
作
で
、圃ほ

場
に
畝う

ね

立

て
の
補
助
線
を
引
い
た
り
、作
業
記
録
を

書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

シ
ン
プ
ル
で
す
が
、日
々
の
作
業
効
率
向

上
に
直
結
す
る
技
術
こ
そ
が
今
後
の
ス

マ
ー
ト
農
業
普
及
の
カ
ギ
に
な
る
の
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
大
谷
）

「
農
と
食
の
邂
逅
」の
取
材
に
伺
い
ま

し
た
。外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
多
く
雇
用
す

る
は
ぐ
み
農
園
の
由
加
利
さ
ん
は
ス
タ

ッ
フ
が
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う
温
か

く
見
守
り
、家
族
の
よ
う
に
接
し
て
い
ま

す
。社
長
が
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
生
産
に

取
り
組
む
一
方
、由
加
利
さ
ん
が
真
心
を

も
っ
て
接
し
て
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
姿
を
見
て
、社
長
と
の
二
人
三
脚
の

歩
み
を
感
じ
ま
し
た
。 

（
澤
田
）

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
ッ
セ
イ
」で
小
西
真
奈

美
さ
ん
が
農
作
業
の
大
変
さ
と
農
業
の

尊
さ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。私
た
ち
の
食

を
支
え
る
農
業
が
、尊
い
も
の
で
あ
り
続

け
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。一
方

で
、今
号
の
特
集
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
マ
ー

ト
農
業
の
技
術
が
、作
業
負
担
の
軽
減
や

効
率
化
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
か
。今
後
も
そ
の
動
向
を
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

（
岩
本
）
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春 号

　日ごろより、弊誌「AFCフォーラム」をご愛読いただき、誠にありがとうございます。
　AFCフォーラムは、日本政策金融公庫の機関誌として、農林水産業や食品産業の皆さまのお取り組みなどをわかりやすくタイム
リーに発信することをめざしております。
　今般、より充実した誌面作りのためアンケートを実施いたしますので、忌憚

たん

のないご感想やご要望をお聞かせいただければ幸甚
に存じます。（アンケート実施期間：令和７年４月１日～８月31日（予定））
　設問内容は次のとおりです（所要時間は約５分となります）。ご回答は、右下の二次元コードからお願いします。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
内
容 ◎お問い合わせ先

　株式会社日本政策金融公庫
　農林水産事業本部 情報企画部
　Eメール：anjoho@jfc.go.jp

設問１：年齢（選択式）　　設問２：職業（選択式）
設問３：AFCフォーラムについて
　　　　⑴�　AFCフォーラムは役に立ちますか（面白いですか）（選択式）
　　　　⑵�　⑴のご回答について、そのように感じる理由（自由記載）
　　　　⑶�　ご興味・ご関心のあるコーナーやよくお読みいただいているコーナー

（コーナー名を５つまで選択）
　　　　⑷�　ページ数や文字数は適切ですか（選択式）
　　　　⑸ 　AFCフォーラムをお読みになる媒体は何ですか（選択式）
　　　　⑹ 　AFCフォーラムが日本公庫ホームページに掲載されていることを知っ

た手段は何ですか（選択式）
　　　　⑺ 　今後取り上げてほしい企画・テーマやAFCフォーラムに対するご意見・

ご感想など（自由記載）

次 号 予 告
春２号（６月発行）

「異常気象とみらいの農業（仮）」

近年の気候変動が農作物に及ぼす影響が深刻になってきた。夏の猛暑や集中豪雨が
頻発し、生育障害による収量や品質の低下を招いている。高温耐性品種の開発など
常態化する異常気象にどう適応していくのか。みらいの農業の在り方を考える。

日本公庫ホームページからもご回
答いただけます。
https://www.jfc.go.jp/n/findings/
publish.html

読者アンケート
回答フォーム
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